
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

２月の園だより 

 

２０２５年度 

真愛幼稚園 

２月の 聖書のことば  

   「 互いに愛し合いなさい 」 

                （ ヨハネ福音書１５章１２節 ） 

主 題 豊かになる 
     ・話し合う大切さをしる  ・感謝を伝える 
     ・達成感を共有する 
さんびか  「しずかに しずかに」   「かみさまは そのひとりごを」 
う  た  ばら： 「 ビリーヴ 」 
      たんぽぽ：「パワフルパワー 」もも：「 ゆきだるのチャチャチャ 」  

2月の主な予定 

2日（月） 体育教室 
身体測定（もも・すみれ） 

3日（火） 節分 
身体測定（たんぽぽ） 

４日（水） 身体測定（ばら） 
園庭開放・CTB放映 

5日（木） 交通安全教室 

6日（金） 2月誕生会 

11日（祝） 建国記念日 
信教の自由を守る日 

13日（金） 午前保育 

14日（土） 大きくなった感謝祭 

16日（月） 振替休園日 

23日（祝） 天皇誕生日 

25日（水） 大きくなったお茶会リハ 

26日（木） 大きくなったお茶会 

27日（金） おわかれ遠足・るるパーク 
予定が急きょ変更になることもあります。ご了

承ください。 

３月の主な予定 

2日（月） 体育教室 
身体測定（もも・すみれ） 

3日（火） ひなまつり 
ジブリと金曜ロードショー 

４日（水） 身体測定（たんぽぽ） 
園庭開放 

5日（木） 身体測定（ばら） 

6日（金） ３月誕生会 

12日（木） 午前保育 

13日（金） 第110回卒園式 

19日（木） 第111回終了式 

29日（日） 今井牧夫牧師特別礼拝 

  

4月9日 始園式（予定） 

4月15日 第112回入園式（予定） 
 



２月たんじょうのおともだち 
 ９日 あらかね わか さん ５さい  13日 ひろせ さや さん ６さい 
16日 ガルシラーゾー ルナ さん ５さい 
27日 ウルフ ジェームス くん ５さい 
  
 
 

 
 

 

 

 

 
 

★預かり希望の方は事務所に用意している申込用紙に記入して連絡帳に挟んで担任に渡して 
ください。または事務所にお持ちください。緊急性のない場合の当日預かりはお引き受けで 
きない場合があります。 

 

２月予定より 
☆2026 年度幼稚園案内と願書を配布しています 

 封筒に入れていますので、知り合いの方にお配りください。 

 

☆３日（火）節分（全園児・すみれ）１０時ごろ 

 真愛幼稚園では様々な伝統行事も含め、子どもたちに体験の機会を持ってもらいたいと願っ

ています。保育時間中に「おに」がやってきます。見た目は怖いかもしれませんが、「心の優し

い、子どもたちがとっても大好きな『おに』」です。 

 

☆５日（木）交通安全教室（全園児・すみれ）１０時～ 

 幼稚園では年間で安全教育を計画しています。安全教育には生活安全・災害安全・交通安全が

あり、消防訓練、避難訓練、園外保育をするための交通安全教育などを行います。今回交通安全

指導員の方を招いて「とんとんとまれ」など交通安全教室を行います。 

 

☆６日（金）２月度誕生会（２月誕生児の保護者） 

 ２月誕生児の保護者は10 時25 分までに幼稚園から入って礼拝堂にてお待ちください。10 時

30 分より誕生礼拝と誕生会を行います。昼食は各クラスに分かれて、保護者の方も一緒に召し

上がっていただきます。 

２月の保育料について 
・ 保育料  無償化の為保育料はありません。 
・ 保護者会々費  600円  
・施設費   （在園児毎月550円）、（新入園児毎月 1,600円） 

・バス代  4000円（片道2000円） 

・給食費  ２月分（１３回、しんあい給食１回 計１４回） 

・ 月刊おおぞら ４８０円（年長のみ） 

・卒園アルバム積立 500円（年長のみ） 

・園服レンタル 200円（月額） 

・暖房費 １000円（２月）  ・2学期写真代 

★２月の引き落としは２月５日（木）となります。 
 



☆13 日（金）午前保育（全園児・すみれ） 

 仕事の都合やどうしてもの理由のある方以外は預かりをご遠慮ください。大きくなった感謝

祭の準備をいたします。 

 

☆14 日（土）大きくなった感謝祭（全園児・すみれ）9 時 30 分～ 

 9時15分までに登園してください。保護者と一緒に登園します。園バスの送迎はありません。

自転車は教会前に駐輪してください。駐車場は園庭を利用してください。YouTube 配信をしま

す。 

※感染症拡大の場合は状況に応じて中止の判断をする場合もあります。 

 

☆26 日（木）大きくなったお茶会（ばら）9 時 40 分～ 

 年長組の子どもたちが思いを込めて自分で作った茶碗で保護者やお世話になった講師の方々

にお茶を点てます。9 時40 分までに礼拝堂にお入りください。時間の都合もありますので1 家

族1 名の保護者でお願いします。YouTube 配信をします。 

 

☆27 日（金）おわかれ遠足（全園児）9 時 45 分出発 

 9 時30 分までに登園してください。この日バスの送迎はありません。トイレを済ませて9 時

45 分に出発します。15 時ごろ幼稚園に到着予定です。 

 場所はるるパークになります。午前中東門方面であそび、移動して正門方面で昼食をします。

状況によっては園内遠足になることもあります。すみれ組は園内探検をします。 

幼稚園リュックに弁当、ピクニックシート、おしぼり、ティッシュ、ごみ袋、自分が食べられる

量のおやつを入れてください。園服・体操服で過ごします。水筒は肩にかけて持っていきます。 

 

☆3 月 3 日（水）金曜ロードショーとジブリ展 

園バスの送迎はあります。9 時40 分出発、10 時ごろから OPAM

で行われているジブリ展を見に行きます。お昼頃に幼稚園着予定

です。 

 

☆3 月 4 日（木）入園説明会・用品販売 14 時半～ 

 新年度説明会と用品販売、園児相談（希望者のみ）を行います。

すみれ組の保護者の方もご出席ください。 

 

☆ケーブルテレビ「もうすぐ一年生」放映日 

 2026 年2 月2 日～27 日放送になります。 

真愛幼稚園は2 月4 日（水） 

初回放送 7 時20 分～   再放送分 16 時30 分、23 時20 分、翌3 時20 分 

週末の再放送（放送後の土日）水曜放送分（土）21 時00 分、（日）13 時00 分 

 

 

1～3月の体育教室の専任講師は伊東浩治先生です。伊東先生は体育教師・公立幼稚園・小学校

の校長をされ、現在西中学でも体育を教えています。子どもたちも楽しく体を動かしています 



 

親は子の下僕ではありません 
 

 幼稚園に上がったあたりから見られ、小学校に入ると増える悩みの一つが、親をバカにしたような

態度をとることです。「ウソをつく」という行為同様、「バカにする」という行為は、言葉が達者に

なったからという理由だけで出てくるものではなく、物事を複雑に考える作業ができるようになって

きたことの副産物ともいえます。子どもが親をバカにしたような態度をとる背景には、さまざまな理

由があります。 

1. 人をバカにすることで、自分を防衛しているケース 

人は、自分に自信がない、自分の立ち位置が危うい、こういうとき、自分を大きく見せて威嚇し

たり、逆に、相手を小さく見ることで、自分を守ろうとすることがあります。「相手をバカにす

る」のは、後者のパターンで、たとえば、親に叱られてむしゃくしゃするから、親を下に見るよ

うな発言をして、自分をなぐさめている場合などがこれに当たります。 

2. 家庭内のバランスが崩れ、子どもが王様状態になっているケース 

子どもが生まれてからは、子ども中心の生活になるものですが、その途中でバランスを崩し、子

どもが何をやっても許されるような王様状態になってしまうと、もしその子が軽率な発言をした

としても、取り立てて責められることがない、あるいは、「見て見ぬふり」など親が注意するこ

とができない状態になっていることがあります。 

3. 親に対する感謝や尊敬の念が育っていないケース 

親が尊敬できないような行動を取る場合（例：虐待、生活習慣の乱れなど）、感謝の念が育たな

いのは当然ですが、今回取り上げている「バカにする発言」に多いのは、親が子どもの世話をす

るのは「当たり前だ」と、子ども自身が認識している場合です。赤ちゃん時代を過ぎても、親が

お世話をやりすぎてしまっているときに多いようです。この場合、親が時間がなくてバタバタし

ていても、子どもはずっとテレビを見ていたりします。「親が動けばいい」と自分のことなのに

他人事のようにしているため、親をバカにしても良心を痛めたりすることもありません。 

 

 全体として、親子関係のバランスが崩れていると、子どもはそのスキに「バカにする」という行為

になりがちと言えます。とくに、２や３のようなケースは、赤ちゃん時代の「のびのびと育てたい」

という思いが、のちにエスカレートしている場合に多く、子どもの好きなようにやらせてあげるの

が、「のびのび子育て」と考え、しつけが上手く進まなくなってバランスを崩してしまうことが非常

によくあります。そこで対策の１つめは、子どもと親が、主従関係にならないようにすることがポイ

ントになります。親は子どものお友だちではありませんので、しつけの場面ではきちんと導いてあげ

なければなりません。これは保育者任せではなく、家庭でもしっかりと行うものです。どちらか一方

ではなく、幼稚園と家庭が連携しないと「二面性のある子ども」になってしまうこともあります。 

 子どもが親をバカにする行為は、される側はもちろんのこと、端から見ても、不快なものです。そ

れをなくしていく上で大事なのは、親子関係のバランスと親自らの言動です。しつけのあり方と学習

性の両面からダメなものはダメと言えるように取り組んでみてください。今からでも遅くはありませ

ん。                               

                                   （園長 庄司 宜充） 


